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○いじめの重大化要因等の分析・検討会議について
2024 年 10 月に文部科学省において公表された「令

和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸
課題に関する調査」では、いじめの重大事態の発生件数
が当時過去最多の 1,306 件となり、極めて憂慮すべき
状況であった。こうした状況を受けて、同年 11月の「い
じめ防止対策に関する関係省庁連絡会議」で「いじめ防
止対策の更なる強化について」が取りまとめられ、重大
事態調査報告書を活用したいじめの質的分析のための専
門家会議の新設が盛り込まれた。
2025 年１月、こども家庭庁及び文部科学省が共同で

「いじめの重大化要因等の分析・検討会議」を設置し、
７名の構成員及び分析実務担当事業者と共に、同年９月
までに計９回の会議を開催した。本会議では、なぜいじ
めが重大化してしまったのか、どうすればいじめの重大
化を止められたのかという問題意識から、32の調査報
告書について分析と議論を重ね、同年 11月に「いじめ
の重大化を防ぐための留意事項集」（以下このダイジェ
ストにおいて「留意事項集」という。）と「いじめの重
大化を防ぐための研修用事例集」（以下このダイジェス
トにおいて「研修用事例集」という。）を取りまとめ、
公表した（図表 1-2-45、1-2-46）。
※いじめの重大化要因等の分析・検討会議の紹介（URL）：
https://www.cfa.go.jp/councils/ijime-judaikayoin

○いじめの重大化を防ぐための留意事項集について
Ⅰ　留意事項
留意事項集は、「いじめの重大化要因等の分析・検討

会議」において、32の調査報告書を、
・いじめの重大化を防ぐための対応
・いじめの重大化につながり得る要素・特徴
という観点から分析し、留意事項を 15項目に整理した
ものである（図表 1-2-47）。
会議で確認されたことの一つは、学校や教育委員会等

における日常的な取組や問題に気付いたときの初動がいかに大切か、ということである。多
くの調査報告書で「本来やるべきことができていなかった」「いじめの重大化を防ぐための
取組が形だけとなっており中身が伴っていなかった」という指摘が共通して見られたことを
踏まえ、留意事項集には、こどもの話を丁寧に聴くことを始めとした、生徒指導の基本的な
取組が取り上げられている。

いじめの重大化を防ぐための
留意事項集・研修用事例集の作成ダイジェスト⑫

図表 1-2-45 留意事項集

図表 1-2-46 研修用事例集
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図表 1-2-47 留意事項集（概要）

Ⅱ　いじめの防止・重大化予防のための全ての児童生徒にとって安全で安心な学校・学級づくり
留意事項とは別に、普段から「全ての児童生徒にとって安全で安心な学校・学級づくり」

を心がけること、児童生徒が学校への所属意識や好感といった「学校とのつながり」を持っ
ていることが、いじめの防止にも寄与するという研究結果を踏まえ、いじめの防止・重大化
予防のための基本的な取組として、全ての児童生徒が「学校とのつながり」を持てるように
することが重要であることを示した。
また、安全・安心な学校・学級づくりを目指す上では、
①　多様性に配慮する
②　対等で自由な人間関係が構築され、学校が自分の居場所であると思えるようにする
③　児童生徒の自己有用感を育む
④　悩みがあるときなどに、「困った、助けてほしい」と言える環境・雰囲気をつくる

といった４つの視点を意識すること、さらに、これらの視点は、校長・副校長・教頭等の管
理職を中心に教職員が一体となって学校経営の中でしっかりと意識し、それに基づいた学年
の取組や学級・ホームルーム経営が行われることが重要であることを記載している。

Ⅲ　こどもたちと、こどもに関わる大人の皆様へのメッセージ
「社会総がかりでいじめの防止に取り組む」という基本的な考え方に立って、こどもたち
とこどもに関わる大人に向けた、いじめの防止・重大化予防のために必要な視点や行動に係
るメッセージを掲載した。概要は次のとおり。
・こどもたちへ
�自分のことや友だちのことで困ったときは、迷わず周りの大人に相談してほしい。
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・教職員・教育委員会等の皆様へ
�こどもが見せる「小さなサイン」に気付き、丁寧に向き合うことが、いじめの重大化の予
防にとって重要である。

・首長部局の皆様へ
教育委員会と連携して、いじめの防止・重大化予防に主体的に関わっていただきたい。

・保護者の皆様へ
�こどもの様子が気になったときは、こどもの話を時間をかけて傾聴し、いじめの心配があ
る場合は、学校に伝えていただきたい。

・地域の皆様へ
�いじめの問題は「学校だけの問題」ではないため、地域に暮らす全ての人々が関心を持ち、
こどもを見守っていただきたい。

○いじめの重大化を防ぐための研修用事例集について
留意事項集の内容を実践的に学ぶことができるよう、主に学校や教育委員会における研修

等で教職員が活用できる事例集を作成した。
留意事項集で示した 15の留意事項を踏まえ、集団行動や相手の気持ちを読み取ることを

苦手とする児童とクラスメイトの間で生じたトラブルに担任が一人で対応した結果、いじめ
が長期化した事例や、中学卒業間近に生じた SNSトラブルが高校進学後も継続して行われ、
登校できず、転学することになってしまった事例など、小学校・中学校・高等学校で発生し
得るケースを２事例ずつ、計６事例を盛り込んでいる（図表 1-2-48）。
また、研修では、単に感想を言い合うだけでなく、参加者の気付きを促したり、行動変容

につなげたりできるようにファシリテーター役を置き、個人での作業とグループワークを組
み合わせて参加者とコミュニケーションを取りながら実施することを想定している。
さらに、いじめ対策は、学校だけでなく、保護者やこどもをめぐる関係機関、地域住民な

ども含めた関係者が連携し、社会総がかりで取り組むことが重要であるため、保護者や地域
の方を対象とした研修においても、研修用事例集を活用していただくことを想定している。

図表 1-2-48 研修用事例集（概要）
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